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高調波対策（高調波流出電流計算値）

回路分類
Ｐｉ台数高調波対策内容 機器名称

定格容量
６パルス等価

（kVA）

合計容量

細分Ｎｏ．
（kVA）

換算係数

６パルス

（Ｋｉ）

容量［Ki×Pi］

（kVA）

機器最大

稼働率

（％）

基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）

5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次

ノイズフィルタのみ

（標準）

○
ACリアクトル追加

（Ki=1.8相当）

０１号機

AXIEZ(750kg-45m/min)
4.8 1 4.8

31 3.4 16.2 25 65 41 8.5 7.7 4.3 3.1 2.6 1.8

32 1.8 8.6 25 38 14.5 7.4 3.4 3.2 1.9 1.7 1.3

高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。

ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。

※　各次数毎の高調波流出電流量は以下の計算により求めることができます。

各次数毎の高調波流出電流量（ｍA）＝ ×１０　×各次数毎の発生率Ⅰｎ（％）×機器最大稼働率ｋ（％）
合計容量Ｐｉ（ｋＶＡ）

受電電圧（ｋＶ）× √３
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ＦＣＰＥＶ０．９－１Ｐ（１６）

ＰＶＣ０．６４－４Ｃ（１６）

ＭＤＦ

インターホン

三菱電機ビルテクノサービス（株）

メインコントローラー

管理人室等

ＭＯＰ

エレベーター：かご内

加入電話回線

昇降機

カメラ

情報センター

モーションサーチ

ユニット

自火報盤からの一括警報

設備盤からの一括警報
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破線表記の機器：三菱電機ビルテクノサービス（株）との契約に伴う機器

（下記システム構成図における実線部分の配線・配管は電気工事）

No.01号機

除外工事事項

建築工事関係

１． 昇降路の築造工事及び各階出入口、インジケータ、押ボタ

ン等の穴あけ工事

（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に

１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする

こと）

　　　　　　　　　　　　２

２． 鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場

合）並びにシキイ受材の設置工事

３． 鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー

ケース等の取付用鋼材設置工事

４． 各階乗場出入口枠周囲のモルタル詰め工事

５． 乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事

６． 昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビーム

の設置工事（　　　ｋＮ）／台　２０

７． 通過階がある場合の非常口設置工事

８． ピット内防水仕上工事

９． ピット床下部使用の場合の建築対策工事

１０． ピットが深い場合の埋め戻し工事

１１． その他建築に関する工事

設備工事関係

１． 動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事

（繋ぎ込み工事含む）

２． インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事

（０．９φ×１０本）／台

３． 火報信号の昇降路より外部の配管配線工事

４． 遮煙ドアご採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災

感知器または、煙感知器の設置工事

５． エレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内から

最寄の電話中継盤まで）

６． ピット内点検用コンセント設備工事

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

７． 昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこ

と）

平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検

口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開

いた時にはエレベーターを停止させる必要がある

８． かご内ＴＶカメラがある場合、かご内ＴＶカメラ用配管

配線工事（昇降路からモニター設置場所まで）

・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル

９． かご室スピーカーがある場合、放送用配管配線の昇降路

制御盤までの引込工事

（非常放送がある場合３線式とすること）

１０． 昇降路の換気設備工事（平成１２年建設省告示１４１３号

第１第三号ニにより昇降路内温度を４０℃以下に保つ必要

があります）

発熱量　エレベーター駆動部（　　　　　Ｗ／　台）

　　　　＋エアコン（　　　　　Ｗ／　台）

　　８７５　　１

　　－　　　　１

注意事項

１． 昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇

降路頂部まで）にわたり確保のこと

２． コンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２

３． 電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率

５％以内のこと

４． 本エレベーター所定の性能維持のため下記条件が必要です

（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平

　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等

　　　により氷結・結露しないこと

（２）金属を損耗または腐食したり接点の接触障害の原因

　　　となるような塵及び化学的有害ガスがないこと

５． 屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備（ひさ

し・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）

６． 昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと

７． 昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないよう

に願います

（建築基準法施行令第１２９条の２の５第１項第三号）

８． 遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること

９． 輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ

以下とすること

１０． 換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置

とし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこと

１１． エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部

階段などから最上階および最下階エレベーターホールへア

クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経

由しないこと）

１２． エレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズ

により、他の設備が影響を受ける恐れがあります

次の対策をお勧めします

（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器

　　　の電源線・通信線を１ｍ以上分離する

（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器

　　　・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する

　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランス

　　　　と分離不要）

（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ

　　　機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分

　　　離をする

１３． 乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後

に施工願います。乗場機器取付け前にウレタン吹付けを行

うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火する恐れがあ

ります

１４． 乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工

事）を行ってください。風圧により乗場の戸が閉まらない

恐れがあります

１５． 施工作業時間条件：月曜日～土曜日　８：００～１７：００

１６． ＥＬＥ－Ｑｕｉｃｋは三菱電機ビルテクノサービス（株）

とのメンテナンス契約が必要になります。

（注）エレベーターリモートメンテナンス

　＊このエレベーターは、三菱エレベーターリモートメンテナンス契約

　　「ＥＬＥ　ＦＩＲＳＴ－ｉ」対応可能機種です。

　＊三菱電機ビルテクノサービス（株）とのメンテナンス契約が必要に

　　なります。

　＊各サービスについては、ご契約対象のエレベーター仕様によって、

　　一部ご提供できないものがあります。

　＊リモートメンテナンス機能をより有効に活用し、「ビル遠隔監視サ

　　ービス」が可能です。（デジタルレコーダー異常、各種設備故障、

　　火災・侵入、その他）

　　

[ＥＬＥ　ＦＩＲＳＴ－ｉサービス仕様]

　・地震時エレベーター自動診断＆復旧システム「ＥＬＥ－Ｑｕｉｃｋ」

　　地震時管制運転装置で停止したエレベーターについて、異常の有無を

　　自動診断し、異常がなければ運転を再開させます。

　・遠隔診断

　　診断運転モードにより、深夜などに高密度な点検を無人で行います。

　・遠隔閉込め救出

　　インターホンとカメラでエレベーター内の状況を確認し、遠隔操作

　　によりかご内に閉込められた乗客を救出します。

　・モーションサーチⅠ

　　かご内カメラの画像を解析し、通常でない人の動きを検出します。

　　異常を検出すると、警告アンナウンス・各階停止などのエレベータ

　　ー制御、デジタルレコーダーの高画質・高密度記録を行います。

　・モーションサーチⅡ

　　かご内カメラの画像を解析し、長時間滞留する人物を検出します。

　　異常を検出すると、ブザー警告と指定階まで自動運転しドアを開き

　　ます。
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　（無電圧ａ接点，接点電圧ＤＣ２４Ｖ）

　火災警報盤を介してエレベーター制御盤に供給願います。

　知器などの火災感知器を設置し，火災感知信号を自動

　乗場遮煙ドア設置階のエレベーターホールに必ず煙感

・自動火災報知設備の設置義務の無い建物の場合には，

　性があります。

　の設置義務の無い建物であっても，同設備設ける必要

・乗場遮煙ドアを設置するためには，自動火災報知設備

乗場遮煙ドア設置上のご注意！！

電源引込み口（最下階天井付近）

動力用ＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０Ｈｚ

照明用ＡＣ１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ

Ｄ種接地工事

電源線引出し長さ　天井高さ＋３５００ｍｍ

（電気工事）

・インターホン用配管配線工事

　ＣＰＥＶ－０．９×５Ｐ

・火災管制運転用配管配線工事

　自火報より無電圧ａ接点支給

・遠隔監視用配管配線工事

　ＰＶＣ－０．６５×４Ｃ

・カゴ上スピーカー用配管配線工事

　ＨＰ１．２ｍｍ×３Ｃ
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エレベーター仕様要項

分

類
仕様項目 ０１号機

基

本

仕

様

機種名称 三菱機械室レスエレベーター　ＡＸＩＥＺ

機種形名 Ｐ１１－ＣＯ－４５

用途 乗用

制御方式 可変電圧可変周波数制御（回生なし）

操作方式 乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）

積載量 ７５０ｋｇ

定員 １１名

定格速度 ４５ｍ／ｍｉｎ

戸閉方式 ２枚戸両引き（ＣＯ）

出入口幅 ８００ｍｍ

出入口高さ ２１００ｍｍ

かご室サイズ（内法間口） １４００ｍｍ

かご室サイズ（内法奥行） １３５０ｍｍ

かご室サイズ（内法高さ） ２２８０ｍｍ

出入口方式 一方向出入口

正面側停止数 ２停止（１－２階）

動力用電源 ＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０Ｈｚ

照明用電源 ＡＣ１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ

そ

の

他

基

本

仕

様

耐震設計施工指針耐震クラス クラスＡ１４

公共建築工事標準仕様　適用年版 平成２８年版

敷居間隔 １０ｍｍ

ドアセンサー機能 マルチビームドアセンサ２Ｄ

車いす仕様 あり（制御機能）

視覚障がい者対応仕様 あり

地震時管制運転方式 Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）

停電時自動着床装置（ＭＥＬＤ） あり

乗

場

仕

様

乗場三方枠 大枠末広幕板なし　３０１ｍｍ～６００ｍｍ　ステンレスヘアライン（１－２階）

乗場戸 鋼板塗装（メーカー標準色）仕上（１－２階）

乗場敷居 アルミ製（１－２階）

乗場インジケーター 一体セグメントＬＥＤ　ステンレスヘアライン（１－２階）

乗場インジ一体形ボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色ＬＥＤ（１－２階）

休止灯 あり

車いす専用乗場ボタンプレート 一般用乗場ボタンプレート一体形　ステンレスヘアライン仕上（１－２階）

車いす専用乗場ボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色ＬＥＤ（１－２階）

乗場休止スイッチ 乗場インジ・ボタン組込

か

ご

室

仕

様

天井 ＣＬ１：ＬＥＤフラット（白色ＬＥＤ）

かご室壁・戸 化粧鋼板

袖壁・出入口柱 ステンレスヘアライン仕上

巾木 アルミ製

かご床 樹脂タイル２ｍｍ（三菱標準タイル）

かご室敷居 アルミ製

かご操作盤タイプ 袖壁操作盤

かご操作盤プレート材質・仕上 ステンレスヘアライン

かごボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色ＬＥＤ

正操作盤インジケータータイプ かご内液晶インジケーター（５．７インチ）　ＣＵＤＯ認定品

かご操作盤液晶表示言語 ４ヵ国語ガイド（通常時：日英、緊急時：日英中韓、１画面表示）

車いす専用かご操作盤 両側面に設置　プレート：ステンレスヘアライン仕上　

車いす専用かご操作盤インジケータータイプ セグメントＬＥＤ

車いす専用かごボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色ＬＥＤ

かご室換気 ラインフローファン

かご室手すり 丸形ステンレス　二面取付（両側面）

かご室鏡 合せガラスアルミ枠付（５７０ｍｍ×１４００ｍｍ）

キックプレート ステンレスヘアライン仕上（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ

壁保護幕 あり（磁石式）

床保護マット あり

そ

の

他

仕

様

気配りドア あり

ホールモーションセンサ＜３Ｄ＞ あり

遮煙機能 ディフェンスドア　２枚戸両引き用（１－２階）

点字名板取付方法 接着

インターホン呼び出しボタン応答灯（聴覚障がい者対応仕様） あり

おもり非常止め なし

火災時管制運転方式 火報信号連動式

インターホン型式 ６Ｖ１局

乗場インターホンボックスタイプ ステンレスヘアライン仕上（埋め込み形）ＴＰＢ－９２２

かご内アナウンス かご内４ヵ国語アナウンス（通常時：日英、緊急時：日英中韓）

かご室スピーカー あり

高調波対策種類 ＡＣリアクトル（Ｋｉ＝１．８）

フェッシャープレート エレベーター手配（２階）

レール支持方式 １フロア１ブラケット

煙感知器点検口スイッチ あり

仮設動力電源 １式                　　　　　　　　   （NN19044215）

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ 三方枠取付鋼材 Ｌ－７５×７５×６ 建築工事

1C1 □-200x200

185

18
5

18
5

18
5

185

18
5

185

Ａ－７２

（仮称）伊賀市総合福祉会館改修工事（建築主体工事）



（単位：ｋＮ）

１/３０，５０（Ａ１）

１/６０，１００（Ａ３）
エレベーター詳細図（２）

▽：ピット仕上面を示す

▽

▽

▽

▽
▽

▽

2G1

BG
 1
50
0

No
.0
1

マルチビームドアセンサ

WG
 7
50

No
.0
1

42
0

14
9

42
0

14
9

420190

62
0

煙感知器

（電気工事）

13
00

13
00

出入口芯

出
入
口
幅
　
80
0

31
か
ご
内
法
 1
40
0

31

31
4

か
ご
外
法
 1
46
2

31
4

50

50

17
5

昇
降
路
内
法
 2
09
0

17
5

50 50

850 300 1550

115

かご内法 1350 30

30

30 かご外法 1495

75

210 250

62.5

50

305 昇降路内法 2090 175

50

50

850 300 1550

415 585 1090 610

か
ご
面
先
端

か
ご
レ
ー
ル
芯

お
も
り
レ
ー
ル
芯

92
0

25
0

78
0

25
0

40
0

26
0

13
00

13
00

おもり芯

かご芯

昇降路平面図 （１／３０）

（２階）

33
9

か
ご

外
法

 1
46
2

33
9

50

50

15
0

昇
降
路
内

法
 2
14

0
15
0

50 50

850 500 615 250 485

140

かご外法 1495 740

62.5

50

昇降路内法 2375

50

50

850 500 615 250 485

610

か
ご
面

先
端

か
ご
レ

ー
ル
芯

お
も
り

レ
ー
ル
芯

26
0

13
00

13
00

おもり芯

かご芯

昇降路平面図 （１／３０）

（頂部　2FL+3050レベル）

おもり

かご

Fx2

Fy2

ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重

Fx2

Fy2

Fx1

Fy1

Ｆｘ１ Ｆｙ１ Ｆｘ２ Ｆｙ２

Fx1

Fy1

　４．６６ 　２．３３ 　７．２９ 　３．６５

ＮＯ．０１

注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と

　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。

ｂ

ｃ

ｃ

A

A

ｄ１ ｄ２

最上部ファスナーにかかる荷重 Ｎｏ．０１

Ｑ１（ｋＮ）

１５．４

Ｑ２（ｋＮ）

１５．４

Ｑ３（ｋＮ）

２８．７

Ｑ４（ｋＮ）

２１．０

Ｑ１～Ｑ４はＥＶ据付時に作用する

Ｑ１
Ｑ３

Ｑ２
Ｑ４

ｄ１ ｄ１

昇降路頂部断面図 （１／３０）

断面Ａ－Ａ

２ＦＬ

Ｙ１

23
00

30
0

Ｙ１

O6
70

0

O9
00
0

Ｙ２

2G1

2G
2

2G
2

1C1
1C1

1C11C1

2700O2000

Ｘ１０ ３２

敷居間隔

１０ｍｍ

ａ

ａ

遮煙機能付扉

国土交通大臣認定番号

CAS-0519

：ジョイントプレート

　（建築工事）

14
9

42
0

ｃ

14
9

42
0

ｃ

23
00

30
0

Ｙ１

O6
70
0

O9
00

0

Ｙ２

26
00

26
00

2C1
2C1

2C12C1

415 585 1090

か
ご
面

先
端

か
ご
レ

ー
ル
芯

お
も
り

レ
ー
ル
芯

2700O2000

Ｘ１０ ３２

ｄ１ ｄ２

ａ

ａ

225

62
0

42
0

2300 300O6700

O9000

2600

Ｙ２

水下
水上

38
70

10
0

ｋ

ｋ

ｋ

420 420

オ
ー
バ
ー

ヘ
ッ
ド
　
30

50

ｅ

ｅ

ｅ ｅ

特　記

縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管理建築士

30

30

30

30
30

275

1515

鉄骨リスト

1C1 □-200x200

2C1 □-200x200

2G1 H-244x175

RG1 H-200x100

2G2 H-244x175

RG2 H-200x100

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ 三方枠取付鋼材 Ｌ－７５×７５×６ 建築工事

ｂ 敷居取付材 ［－１００×５０×５×７．５ 建築工事

ｃ
レールブラケット取付用ファスナー

（梁上下に取付）
ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｄ１
レールブラケット取付用ファスナー兼

揚重ビーム取付用ファスナー（リブ付）
ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｄ２ 揚重ビーム取付用ファスナー（リブ付） ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｅ ファスナー取付用追加梁 Ｈ－１５０×１５０×７×１０ 建築工事

ｋ 揚重ビーム Ｈ－１２５×１２５×６．５×９ 建築工事

電話中継盤

昇降路内の温度は４０℃以下とする

１ＦＬ

２ＦＬ

天井のある場合は天井点検口必要

（建築工事）

出
入
口
高
さ

21
00

27002000

防水仕上面

（建築工事）

89
.5
kN

71
.6
kN

制御盤

電話線配管配線工事（電気工事）

昇降路最下階制御盤から最寄りの電話中継盤まで

ＰＶＣ　０．６５－４Ｃ

電源引込み口

（電気工事）

点検用タラップ

（ＥＶ工事）

点検用コンセント　１００Ｖ　（電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

25
84

頂
部
す

き
ま

46
6

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ

ド

30
50

出
入
口

高
さ

21
00

70

かご床先とフェッシャープレートとのすき間

フラットデッキの場合

リブ下端位置を示す

フェッシャープレート

（ＥＶ工事）

Ｐ波地震感知器

Ｓ波地震感知器

83
0

GL

21
00

21
00

42
00

38
70

ピ
ッ
ト
深
さ

12
50

昇
降
行
程
  
42
00

30
50

82
0

10
0

昇
降
路
全
高
  
85
00

昇
降
路
頂
部
の
地
上
高
さ
  
80
80

昇降行程／２

Ｘ１０ ３

ａ

ａ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｂ

ｄ１ ｄ２

昇降路断面図 （１／５０）

２

ａ

ａ

水下

水上

ｋ ｋｅ

煙感知器（ 電気 工事）

・外部より点検可能な構造として下さい

・雨水浸入が無い様配慮下さい

・点検口は錠付または工具を必要とする

　ネジ付として下さい

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・点検口サイズはスイッチ取付スペースを考慮下さい

　（ ３００□以内、鋼板１．６ｔ ）

煙感知器（電気工事）

・外部より点検可能な構造として下さい。

・雨水浸入が無い様配慮下さい。

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・点検口は右記 ① または ② として下さい。

煙感知器施工例

① EV昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれか

　（１）ホーチキ　     ＫＵＳ－１Ｂ

　（２）能美防災     　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ

　（３）ニッタン　     ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ

　（４）パナソニック　 ＢＶ９５３５１(BOX)+ＢＶ９５３８１Ｈ(扉）

② 以下２項目を満足する点検口　～下図「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照

　（１）スイッチ取付スペース 200×90 程度確保できる。

　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、1ｍｍ以上浮かないこと。

注意ラベル

貼り付け

扉開閉検出スイッチ

取付板

煙感知器収容箱

固定ねじ

カバープレート

10

押し込み量：5～6

200

埋
込
ボ

ッ
ク

ス

19
0

カバープレート

230

カ
バ
ー

プ
レ

ー
ト

22
0

埋込ボックス

210

18
0

蝶番

カバープレート

煙感知器・点検ボックス（参考例） 矢視A-A

煙感知器

A

A
スイッチ取付スペース200x90程度

蓋は1mm以上浮かないこと

100以内

かご投影面に重ならない事

185

18
5

18
5

185

18
5

185

18
5

185

185 185

18
5

185 595 595 185

18
5

59
5

59
5

18
5

595595

18
5

（仮称）伊賀市総合福祉会館改修工事（建築主体工事）

Ａ－７３



１/３０（Ａ１）

１/６０（Ａ３）
エレベーター詳細図（３）

アングル開口幅1100

ａ ａ

175 175

30

三方枠足元欠き込み

ア
ン
グ
ル
開
口
高
さ
　
22
00

No.01

床仕上面（ＥＶＦＬ）

床仕上面（ＥＶＦＬ）

X

X

乗場穴あけ図 （１／３０）

（１－２階）

ピ
ッ
ト
深
さ

12
50

ア
ン
グ
ル
開
口
高
さ
　
22
00

O2000 O2700

O4700

Ｘ１０ ３

床仕上面（ＥＶＦＬ）

床仕上面（ＥＶＦＬ）

塗膜防水仕上面

（建築工事）

Ｘ－Ｘ断面

ａ

ａ

特　記

縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管理建築士

１級２１５９０８号

森　川　　巧

No.01

1300 1300

出
入
口

芯

62
.5

50

25
0

2300 300

Ｙ１

O6700

O9000

Ｙ２

O2
70
0

O2
00

0

Ｘ１０

３

２

2600

ＦＬ－３０

乗場平面穴あけ図 （１／３０）

（１階）

750 アングル開口幅1100 750

550 550

175 175

建築梁

壁仕上面開口

（建築工事）

93
30
0

ａ ａ

No.01

1300 1300

出
入
口

芯

62
.5

50

22
5

2300 300

Ｙ１

O6700

O9000

Ｙ２

2G2

O2
70
0

O2
00

0

Ｘ１０

３

２

2600

ＦＬ－６０

ＦＬ－３０

乗場平面穴あけ図 （１／３０）

（２階）

750 アングル開口幅1100 750

550 550

175 175

80

93
27
5

80

ａ ａ

ｂ

27
5

出
入
口
芯

1300 1300

2300 300

Ｙ１

O6700

O9000

Ｙ２

2600

壁
芯 壁
芯

ａ

700

75

83
8

74
8

ａ ａ

50 300

93 300

30

275

93 275

30

80

355

60

壁
芯

ａ

ｂ

建築梁

2G2 2G2

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ 三方枠取付鋼材 Ｌ－７５×７５×６ 建築工事

ｂ 敷居取付材 ［－１００×５０×５×７．５ 建築工事

（仮称）伊賀市総合福祉会改修工事（建築主体工事）

Ａ－７４
２０１９／０５／３０



１/１５（Ａ１）

１/３０（Ａ３）
エレベーター詳細図（４）

特　記

縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管理建築士

Uかご室側面図（Ｂ－Ｂ断面）

75

天
井
高

さ
 2

28
0

出
入

口
有

効
高

さ
 2
10
0

18
0

2525
0

250

80
0

235 車いす用

副操作盤

90
0

巾木 キックプレート

気くばりドアセンサー投光器

アクリル樹脂（黒色）

手すり

85

ヘ
ア

ラ
イ

ン
方

向

Uかご室正面図（Ａ－Ａ断面）

出入口幅　800

気くばりドア光束

インジケーター

かご操作盤

車いす用

正操作盤

※マルチビーム

　ドアセンサ

車いす用

副操作盤

Uかご室背面図（Ｃ－Ｃ断面）

車いす用

副操作盤

車いす用

正操作盤

14
00

50
0

鏡

570

Uかご室平面図

30
か
ご
内
法
 1
35
0

11
5

か
ご
外
法

 1
49
5

55
60

67
5

67
5

67
5

67
5

かご外法 1462

かご内法 140031 31

出入口幅　800

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｂ

鏡

手すり

車いす用

正操作盤

かご操作盤

車いす用

副操作盤

手すり

700700

U天井伏図

67
5

か
ご
内
法
 1
35
0

15
15

かご内法 1400

30 30

598

59
8

気くばりドアセンサー

受光器

意匠仕様

壁 化粧鋼板

戸 化粧鋼板

袖壁・柱 ステンレスヘアライン仕上

出入口上板 化粧鋼板

床仕上部 樹脂タイル　ｔ２

敷居 硬質アルミ製

ステンレスヘアライン仕上：ビス無キックプレート

保護幕 あり（磁石式）

床マット あり

天井 鋼板塗装仕上

乳白色樹脂照明板

ＬＥＤ照明（白色）

停電灯 ６Ｖ １０Ｗ×１灯

換気装置 ラインフローファン

照明

手すり ステンレス製パイプ：ヘアライン仕上（C３８）

ブラケット：アルミダイカスト（銀色塗装）

鏡 合わせガラスｔ６．３８　枠：アルミアルマイト仕上（シルバー）

巾木 アルミアルマイト仕上

（仮称）伊賀市総合福祉会館改修工事（建築主体工事）

Ａ－７５



縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
（仮称）伊賀市総合福祉会館改修工事（建築主体工事）

　　図示（Ａ１）
　　図示（Ａ３）

Ａ-７６部分詳細図１

玄関マット詳細図

S=1/1

マット枠 8×25

250250250以下で調整 250以下で調整

2

マット本体外寸　　Ｗ１６００

マ
ッ

ト
本

体
外

寸
　

　
Ｄ

９
０

０

マ
ッ

ト
本

体
外

寸
　

　
Ｄ

９
０

０

25
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整

≒20.5

Ａ１：Ｓ＝図示

Ａ３：Ｓ＝図示
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マット本体外寸　　Ｗ１６００ 2

18

3
5

１／２（Ａ１）

１／４（Ａ３）
詳細図

１
／

２
（

Ａ
１

）

１
／

４
（

Ａ
３

）
詳

細
図

１／２０（Ａ１）

１／４０（Ａ３）
平面図

アルミマット

巻き上げ可能タイプ

ラバータイプ

（Clic-21：ﾐｽﾞｼﾏ工業同等）

ブラインドＢＯＸ詳細図
Ａ１：Ｓ＝１／１０

Ａ３：Ｓ＝１／２０

改修後現況

新設ＡＬＣ壁詳細図（２階　Ｙ１通りーＸ１～４）
Ａ１：Ｓ＝１／２０

Ａ３：Ｓ＝１／４０

スライディングウォール詳細図（２階活動室①②間、２階会議室①②間）
Ａ１：Ｓ＝１／１０

Ａ３：Ｓ＝１／２０

木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

あと施工アンカー
（金属拡張系 雌ねじ）
寸切りボルト Ｍ１０

ｽﾌﾟﾙｽ SOP 新設

約＠900

L型ｱﾙﾐ金物（既製品）

L-30×30×3 ＠900

FB-3×30 ＠900

横型ｱﾙﾐﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ共

2020

2
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0

8
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7
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20

230

5512055

床：下地調整の上、

差し筋アンカー Ｄ10Ｌ450＠200

会議室２

ソフト巾木Ｈ100

壁：ＬＧＳ、
　　石膏ボード 厚１２．５、

差し筋アンカー Ｄ10Ｌ450＠200

ビニル床シート 厚２．０

天井：ＬＧＳ、
　　　石膏ボード 厚９．５、

廻り縁：塩ビ製

Ｄ10＠200ﾀﾃﾖｺ共

増し打ちコンクリート

土間コンクリート（有筋）カッター切りの上、撤去
▽

柱
芯

▽
壁

芯

▽2FL
△2SL

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽軒高

▽梁下端

外壁：ＡＬＣ板 厚１００、

巾木：コンクリート打放し補修 Ｈ８３０

1-D13
ﾀﾃ筋：Ｄ13＠200

天端：モルタル金ｺﾞﾃ押え

ﾖｺ筋：Ｄ10＠200

1-D13
1-D13

1-D10

土間コンクリート厚150

防水型複層塗材Ｅ 吹付

防水改修（屋根伏図参照）

外装タイル：カッター切りの上、下地共撤去

▽2FL
△2SL

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽軒高

▽梁下端

▽
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芯

▽
壁

芯

▽
柱

芯

Ｙ１ Ｙ１

▽
壁

芯

　　不燃ビニルクロス

　　　ロックウール吸音板 厚９
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260100260100

受ケネコ： L=300 L-50×50×4@900

　 　 　 　 （ 収納部 @300）

アルミ レール（ アルマイト ）

金属拡張系あと施工ｱﾝｶー Ｍ10

ボルト 止め２ 重ナット 　 ３ ヶ所

振れ止め： L-30×30×3 L=980

吊リ材： L-30×30×3 L=1080

受ケネコ： L=900 L-50×50×4@900

　 　 　 　 （ 収納部 @300）

目隠しゴム（ ブラック）

笠木フレーム（ アルマイト ）

表面材： 亜鉛めっき鋼板 ｔ =0. 5 焼付塗装

消音型水平2段スライド走行輪

金属拡張系あと施工ｱﾝｶー Ｍ10

ボルト 止め２ 重ナット 　 ２ ヶ所 受ケネコ： L=200 L-50×50×4@900

振れ止め： L-30×30×3 L=370

（
2,

15
0～

2,
50

0）

（ ※２ 階会議室①②間は鉄骨に溶接支持）

（ ※２階会議室①②間は鉄骨に溶接支持）

Ｘ ７
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1
70

6
80

88

2
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90

215

巾木フレーム（ アルマイト ）

シールフレーム（ アルマイト )

シールゴム（ ブラック）

ペーパーコア

断面図

（
CH

2,
70

0）

※（　）寸法は２階会議室①②間の寸法

（
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（
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C
H3

,0
0
0

46
22

50

2,
97
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30

先頭ゴム（ ブラック）

召合せフレーム（ アルマイト ）

シールゴム(ブラック)

引手付表面操作プレート  64φ

戸当り： スチール ｔ =1. 6 SOP

召合せゴム（ ブラック）

平面図
※（　）寸法は２階会議室①②間の寸法

（ 4, 875）

（ PW960 × 5枚 = 4, 800）

（ PW960 × 5枚 = 4, 800）

（ 4, 855）
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
（仮称）伊賀市総合福祉会館改修工事（建築主体工事）

　　図示（Ａ１）
　　図示（Ａ３）

Ａ-７７部分詳細図２

開口塞ぎ箇所詳細図
Ａ１：Ｓ＝１／２０

Ａ３：Ｓ＝１／４０

スロープ詳細図
Ａ１：Ｓ＝１／３０

Ａ３：Ｓ＝１／６０

ＰＳ

ジャッキ

ピット

コンプレッサー

分電盤

時計

時計

机

倉庫①

倉庫② 倉庫③ 備品庫① 備品庫②

倉庫

機械室

女子更衣室
男子更衣室

書庫

事務室①

相談室①

相談室②

掃除用具庫

女子便所男子便所

多目的便所

事務室②

UP

UP

H150
1000×1000
機械基礎

湯沸室
控え室

玄関

印刷室

会議室

靴拭マット 新設

ｲﾝﾀｰﾎﾝ 新設

UP

ＥＶホール ＥＶ廊下

▲
EXP.J

▼
EXP.J

手
摺

設
置

ＥＶ

UP

DN

事務室① 事務室② 事務室③ 事務室④ 事務室⑤ 事務室⑥

多目的便所

女子便所

男子便所

資材庫

車庫

活動室① 活動室②

会議室①

会議室②

活動室③

資材庫
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ス
パ
ン
ド

レ
ル

面
積

区
画
（

異
種

用
途
共
）

スパンドレル

900

ＥＶホール

面積区画（異種用途共）

面
積
区

画
（
異

種
用
途

共
）

廊下

DN

EXP.J
▲

EXP.J
▼

倉庫②

１階サイン指示平面図　　　Ｓ＝ＮＳ

１階サイン指示平面図　　　Ｓ＝ＮＳ

Ｓ４

Ｓ４

Ｓ４ Ｓ４

Ｓ４

Ｓ４

Ｓ４

Ｓ４

Ｓ４ Ｓ４ Ｓ３ Ｓ３ Ｓ２

Ｓ４

Ｓ４
Ｓ４

Ｓ４Ｓ４ Ｓ４ Ｓ４ Ｓ３Ｓ４ Ｓ４ Ｓ４ Ｓ４ Ｓ４
Ｓ４

Ｓ３

Ｓ１

Ｓ１

ベニヤ t3

５カ所

印　刷  室

男子更衣室

活　動　室

事　務　室

会　議　室

相 談 室 １

特別支援教室

本　　　体：SUS304 HL　９文字
寸　　　法：５００×５００　t-５　　９文字

Ｓ－１ 館銘板　ステンレス切文字 Ｓ－２ Ｓ－３

Ｓ－４

木製室名札　正面型　ＴＷ２００２カ所

木製室名札　正面型　　ＴＷ１１０ 手摺り点字表示

本　　　体： フレーム：タモ材 OSCL塗装
ブラケット：アルミ型材 焼付塗装仕上
表示基板：アクリルマット板 t3　UV印刷

寸　　　法：208×199　t-18
表 示 方 法：UV印刷（多色刷り）

伊賀市総合福祉会館

ブラケット：アルミ型材
焼付塗装仕上

フレーム：タモ材 OSCL塗装
クリアー艶消し仕上

スチール複合板 t3

マグネットシート t0.8

表示基板：

ブラケット：アルミ型材
焼付塗装仕上

フレーム：タモ材 OSCL塗装
クリアー艶消し仕上

表示基板：アクリルマット板 t3
UV印刷

5

6 18

208
151 24

2
7

4
4

1
0

1
8

825 151 24
208

2
4

1
51

24

19
9

1

本　　　体： フレーム：タモ材 OSCL塗装
表示基板：アクリルマット板 t5　UV印刷

寸　　　法：199×199　t-15
表 示 方 法：UV印刷（花柄等多色刷り）

本　　　体： フレーム：タモ材 OSCL塗装
表示基板：アクリルマット板 t5　UV印刷

寸　　　法：290×110　t-15
表 示 方 法：UV印刷（花柄等多色刷り）

本　　　体：ポリカ－ボネイト樹脂板
点　　　字：ＵＦ点字加工
カ  所  数：１Ｆ～２Ｆ　６枚　×２両側手摺
　　　　　　２Ｆ～ＰＨＦ　２枚

表示基板：アクリルマット板 t5
UV印刷

フレーム：タモ材 OSCL塗装
クリアー艶消し仕上

フレーム：タモ材 OSCL塗装
クリアー艶消し仕上

マグネットシート t0.8
脱着式

スチール複合板 t3

199
24 151 24

1
9
9

1
5
1

2
4

2
4

フレーム：タモ材 OSCL塗装
クリアー艶消し仕上

表示基板：アクリルマット板 t5
UV印刷

フレーム：タモ材 OSCL塗装

マグネットシート t0.8

スチール複合板 t3

クリアー艶消し仕上

ベニヤ t3 脱着式

290
25020 20

11
0

70
2
0

2
0

表示基板：アクリルマット板 t5
UV印刷

1
5 5

8
2

199
19 5 151 195

1
5

8
5
2

表示基板：アクリルマット板 t5
UV印刷

290
119 250 191

115

15
0

点　　　字：ＵＦ点字加工
本　　　体：塩ビシート

１４カ所

１カ所

Ｓ－５ アクリル表示板  来客用案内板

木製室名札　側面型　ＴＷ２００

本　　　体： アクリル ｔ－５

1
50

300

御用の方は受付まで

お越し下さい。

※文字の色、書体、及び文字内容は現場打ち合わせとする。

１カ所２３カ所

Ｓ５

サイン計画

15

Ｓ－６

Ｓ６

Ｓ６

Ｓ３

※サイン記号はJISZ8210によるデザインとする
※サイン記号はJISZ8210によるデザインとする

　アクリルマット板 t3
　　　　UV印刷

ＡＷ－１４

ＡＷ－１６

１８００

１８００

９００

７００

建具記号 幅 高さ

開口塞ぎ建具

改修後現況

（
82

0）

（
70

0）
※（　）寸法はＡＷ１６の寸法

断面図

正面図（外部側）

平面図

（
82

0）

※（　）寸法はＡＷ１６の寸法

断面図

正面図（外部側）

平面図

アルミサッシ枠共撤去

△

▽

△

▽

カッター切りライン

※　▽　カッター切り位置を示す

アルミサッシ枠共撤去

△ ▽

△ ▽

※　▽　カッター切り位置を示す

既存外壁二丁掛タイル貼

Ｄ13＠200ﾀﾃﾖｺ共

差し筋アンカー Ｄ13Ｌ600＠200　４方

Ｄ13＠200ﾀﾃﾖｺ共

差し筋アンカー Ｄ13Ｌ600＠200　４方

サッシ撤去跡：

サッシ撤去跡：コンクリート厚120 新設

モルタル塗、
二丁掛タイル貼

サッシ撤去跡：

外部内部外部内部

モルタル塗、
各室仕上げ　

外部

内部

外部

内部
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スロープ勾配１/１２

UP

花壇

FL-20

FL-830

FL-520

立上り：コンクリート打放し吹付タイル

立上り：コンクリート打放し吹付タイル

点字タイル

点字タイル

スロープ勾配１/１２

レンガ積復旧
植込み用土 t=300

手すり：ステンレス製φ４２．７ Ｈ８５０ Ｈ６００ ２段

手すり：ステンレス製φ４２．７ Ｈ８５０ Ｈ６００ ２段

床：コンクリート 厚１２０の上、
　　モルタル刷毛引き

Ａ断面図

Ｂ
断

面
図

アスファルト舗装

アスファルト舗装アスファルト舗装

立上り：コンクリート打放し吹付タイル

手すり：ステンレス製φ４２．７ Ｈ８５０ Ｈ６００ ２段

手すり：ステンレス製φ４２．７ Ｈ８５０ Ｈ６００ ２段

手
す

り
：

ス
テ

ン
レ

ス
製
φ
４

２
．

７
 
Ｈ
８

５
０

 
Ｈ
６

０
０

 
２

段

床：コンクリート 厚１２０の上、
　　モルタル刷毛引き

床
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト
 
厚

１
２

０
の

上
、

　
　

モ
ル

タ
ル

刷
毛

引
き

砕石 厚１００

砕
石

 
厚

１
０

０

3-D13

（
1
6
0
×

5
段

） 1-D13

Ｄ10＠200

ﾀﾃ筋：Ｄ13＠200
ﾖｺ筋：Ｄ10＠200Ｄ10＠200ﾀﾃﾖｺ共

1
-D

13

Ｄ
1
0＠

2
00

ﾀ
ﾃ筋

：
Ｄ

1
3＠

20
0

ﾖｺ
筋

：
Ｄ

10
＠

2
00

Ｄ
1
0＠

2
0
0
ﾀ
ﾃ
ﾖ
ｺ
共

Ｂ

Ｂ

Ａ

3-
D1

3

6,000 1,600 150

4,0002,000

2,
55

0

2,
85

0

1,
20
0

1
,2
0
0

1
50

150

3
0
0

700

500

175 175

100

1
50

1
50

100

150

700

500

175 175

100 100

150

7
0050
0

1
75

17
5

10
0

10
0

15
0

7
0050
0

1
75

1
75

10
0

10
0

15
0

80
0

2
00

10

10
015

0 30
3
20

3
10

6
0 1
00
12

0 30

50
15

0

50
15

0

50 150

1
00

100
15

0

5
0

10
0

20
0

81
0

20
0

41
0

9
60

150

50
100

200

810

200410

960

650200

850



15 550

56520

30

30 200 190 145

1
00

3
5

80

1
1
5

5
5

1
9.

5
2
5.

52
5

18
0

止水ｼｰﾄ

耐火帯２層+ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ

▽笠木天端
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30200180
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耐火帯２層+ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ

止水ｼｰﾄ

基礎部分カット
(建築工事）
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嵌合方式は不可とする

・可動式回転軸仕様とする(Ｚ方向可動対策)

・ジョイントは本体曲げ箱目地ジョイント方式とし、

　ジョイント材仕様は不可とする。

・カバーはビス止め方式とし、

・端末小口は全面可動式小口蓋とし、一部分的可動は不可とする。

　(一部分的可動ではＸＹＺ三次元連動に対応出来ない為)

・カバー・下地材にて外部と内部を遮断し、下地材及びゴムを

　取付ける為に隙間が生ずる事のないようにする。
　(気密性を高める)

＊上記条件厳守のこと

・下地材は、立骨方式とする。

・止水シートは、Ｙ方向可動用レール使用の事。

　　(Ｙ方向可動時にシートを破断させない事)

・ジョイントは本体同志の差込み方式（印籠方式）とし、

・下地は、可動式回転軸仕様(Y方向可動対策)。

・外部に於いては、変位時に僅かでも隙間を発生させない事

　ジョイント材使用は不可とする。

・カバーはビス止め方式とし、嵌合方式は不可とする。

　(よって、１枚パネル方式は不可)

　又、カバーは２枚パネル方式とし、１枚パネル方式は不可とする。

＊上記条件厳守のこと

嵌合方式は不可とする・カバーはビス止め方式とし、

　生ずる事のない事・カバーにたわみが発生しない事)

・非破壊端末アジャスト装置付きとする(Ｚ方向への変位量確保)

・単純な片側固定方式にはしない事(Ｙ方向可動時に隙間が

＊上記条件厳守のこと

嵌合方式は不可とする・カバーはビス止め方式とし、

　生ずる事のない事・カバーにたわみが発生しない事)

＊上記条件厳守のこと

・非破壊端末アジャスト装置付きとする(Ｙ方向への変位量確保)

・単純な片側固定方式にはしない事(Ｚ方向可動時に隙間が

・非破壊端末アジャスト装置付きとする

・スライドカバ－の接点はステンレスとし、アルミ及びゴム系は

　不可とする(荷重はステンレス製シャフトにて受ける事とする)

・止水シートは、Y方向可動用レール使用の事

(Ｙ方向可動時にゴムを破断させない事)

＊上記条件厳守のこと

・非破壊端末アジャスト装置付きとする

・スライドカバ－の接点はステンレスとし、アルミ及びゴム系は

　不可とする(荷重はステンレス製シャフトにて受ける事とする)

・止水シートは、Y方向可動用レール使用の事

(Ｙ方向可動時にゴムを破断させない事)

＊上記条件厳守のこと

・非破壊端末アジャスト装置付きとする

・スライドカバ－の接点はステンレスとし、アルミ及びゴム系は

　不可とする(荷重はステンレス製シャフトにて受ける事とする)

＊上記条件厳守のこと

・非破壊端末アジャスト装置付きとする

・スライドカバ－の接点はステンレスとし、アルミ及びゴム系は

　不可とする(荷重はステンレス製シャフトにて受ける事とする)

＊上記条件厳守のこと

1　屋上用　　SUS304　t=1.5　HL　　(DKRAO-AF　200-100）

2　外壁用　　SUS304　t=1.2　HL　　(UZR-AF　200-100）

2'は、逆勝手とする　　(UZL-AF　200-100）

3　内壁用　　ｱﾙﾐ　t=1.6　ﾊﾟﾗｼﾙﾊﾞｰ　　(DBIN　200-100） 4　天井用　　ｱﾙﾐ　t=1.6　ﾊﾟﾗｼﾙﾊﾞｰ　　(DCIN　200-100）

5　床用　　SUS304　t=3.0　GP-1(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ）･ｽﾗｲﾄﾞｶﾊﾞｰ　t=4.0　HL　　(UFK-AF　200-100） 6　床用　　SUS304　t=3.0　GP-1(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ）･ｽﾗｲﾄﾞｶﾊﾞｰ　t=4.0　HL　　(UF特-AF　200-100） 7　床用　　SUS304　t=3.0　GP-1(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ）･ｽﾗｲﾄﾞｶﾊﾞｰ　t=4.0　HL　　(UFK　200-100） 8　床用　　SUS304　t=3.0　GP-1(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ）･ｽﾗｲﾄﾞｶﾊﾞｰ　t=4.0　HL　　(UF特　200-100）

S=1/5

S=1/5

S=1/5 S=1/5

S=1/5 S=1/5

S=1/5 S=1/5

ＥＸＰ・Ｊ　キープラン

・構造体が変位時に脱落・破壊が無い事を確認出来る仕様とする。

　各性能を保持する事。

＊以上の点を留意し、各仕様毎の条件を厳守する事により、

・ＥＸＰ．Ｊシステムに於いては、ステンレス(天井、内壁はアルミ)製、三次元可動方式とする。

・２００mmクリアランス、±１００mm可動仕様とする。

　(パラキャップ社　200-100同等以上の性能を有する事)

1
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：耐火帯を示す

2 2'

4
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3 3

3 3

5 6 5

7 8 7

1　屋上用

2　外壁用

全面可動式小口

屋上小口部　納まり

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
（仮称）伊賀市総合福祉会館改修工事（建築主体工事）

１/５（Ａ１）
１/１０（Ａ３）

Ａ-７８部分詳細図３

495

207 213 75

350 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

t=4.0　HL

200210 85

耐火帯２層+ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ

3
3

3

3
6

3
6

3
3

3
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

１/３００（Ａ１）
１/６００（Ａ３）

Ａ-７９

（仮称）伊賀市総合福祉会館改修工事（建築主体工事）

＜現況＞外構図

撤　去　リ　ス　ト

記号 名　　称 詳　　細

1

2 コンクリート土間　撤去
既設コンクリート舗装　周囲カッター切りの上、撤去　

（舗装面積　Ａ≒１５５㎡） 一部花壇・踏台 撤去共
（コンクリート厚１５０、鉄筋：タテヨコＤ１０＠２００（シングル））

（別途工事）

（別途工事）

（別途工事）

既設アスファルト舗装　周囲カッター切りの上、撤去

（舗装面積　Ａ≒２２９㎡）
（アスファルト厚５０、路盤砕石 厚１５０）

3 白線ライン引き　消去

アスファルト舗装　撤去

Ｗ１００

3

3

3

3

階段・花壇撤去（断面詳細図・平面詳細図参照）

階段撤去（断面詳細図・平面詳細図参照）

2

1

2

１／３００（Ａ１）

１／６００（Ａ３）
＜現況＞外構図

2

花壇

踏台
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改修建築物
設計GL=139.15

確認済：第55-上-25号 昭和56年4月8日
検査済：第55-上-25号 昭和56年10月6日

 設計GL=139.15
 申請建築物（増築）

24,880 27,120

25,000 27,000

Ｘ０ Ｘ４ Ｘ10

139.25

１／３００（Ａ１）

１／６００（Ａ３）
＜改修＞外構図
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開
発

に
よ

る
道

路

建
築

基
準

法
第

42
条

1項
2号

道
路

Ａ Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

量水器
φ40

市水本管より引込
PU3 250

HP
30
0

W138.09
W138.14

139.10

Ｃ 144.05

143.95

市道：平野山之下丸之内線

建築基準法第42条1項1号道路
141.60

139.41

ＲＣ塀 Ｈ１９００

建築基準法第42条1項1号道路

市道：くれは15号線

139.05

メッシュフェンス Ｈ１２００

メッシュフェンス Ｈ１２００

メッシュフェンス Ｈ１２００

ガードレール Ｈ８００

フ
ェ
ン
ス
 Ｈ

１
１
０
０

 軒高=9.01m
 最高高=9.51m

最高高=13.01m
軒高=12.61m

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

１/３００（Ａ１）
１/６００（Ａ３）

Ａ-８０

（仮称）伊賀市総合福祉会館改修工事（建築主体工事）

＜改修＞外構図

6

改　修　リ　ス　ト

記号 名　　称 詳　　細

1

2

3

4

5

6

一般部分

アスファルト舗装

白線ライン引き

おもいやりマーク

車止め

点字タイル

おもいやり駐車場案内看板

（舗装面積　Ａ≒２０７㎡）

表層：密粒度アスコン　厚５０、路盤工：ＲＣ－４０　厚１５０、地盤改良　厚３００　固化材使用料８０ｋｇ／ｍ3

ＰＣ：１００×１００×６００（アンカー＋接着剤止め）

視覚障害者用誘導ブロック３００角　線状・点状

自立式　Ｗ４５０×Ｈ９００　アルミ複合板　厚１．０　シート貼　Ｈ２０００　８カ所（誘導看板共）

１２００×１２００

車いす駐車場案内看板

6

6

7

3
3

3

4

3

5

5

5

駐車区画・身障者駐車区画・身障者マーク：Ｗ１００

車椅子駐車場誘導案内看板

5

おもいやり駐車場案内看板

7

7

車椅子駐車場案内看板

２ヶ所

５ヶ所

7

コンクリート土間
コンクリート　厚１５０　金ゴテ押エ、鉄筋：タテヨコＤ１０＠２００（シングル）、

3

2

1
,
00

0

（舗装面積　Ａ≒１４３㎡） 一部花壇復旧共
既設土間取り合い差し筋アンカー Ｄ１０Ｌ４５０＠２００、砕石　厚１００

8 ガードパイプ
スチール製φ６０．５×ｔ２．８、基礎コンクリート：３００×３００×Ｈ２５０、砕石厚１００

ガードパイプＬ型：５００×５００×Ｈ９００　４ヶ所

8

8

階段・スロープ・花壇新設

1

2

（断面詳細図・平面詳細図・部分詳細図参照）

キュービクル

9 設備機械基礎

10

キュービクル基礎：２２００×２１００×Ｈ３００

メッシュフェンス メッシュフェンス　Ｈ１５００（ＦＭＡ１５００：朝日フェンス　同等品）、独立基礎、扉Ｗ１０００　２ヶ所

9

10

10

（12.5ｍ）

（15.0ｍ）

1

1

レンガ積復旧 レンガ積　地表Ｈ５００＋地中Ｈ１００、基礎ベースコンクリート厚１００ Ｗ２００　ワイヤメッシュ６φ１５０角共11
（総延長　Ｌ≒７ｍ）

11
11

11

（外構詳細図参照）

（外構詳細図参照）

（外構詳細図参照）

（外構詳細図参照）



Ａ３ ： Ｓ ＝ １／６０

Ａ１ ： Ｓ ＝ １／３０

2,000 2,000

ワイヤメッシュ図
（　）内は芯径を示す。

φ
5.

0
(φ

4.
5
)

12
5

φ4.0 ≒

(φ3.6)

≒50

Ｓ＝１/５

メッシュフェンス

1
,5
0
0

180

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
（仮称）伊賀市総合福祉会館改修工事（建築主体工事）

１/３０（Ａ１）
１/６０（Ａ３）

Ａ-８１外構詳細図

Ａ３ ： Ｓ ＝ １／６０

Ａ１ ： Ｓ ＝ １／３０

青色（マンセル値：打合せによる）

白色（マンセル値：Ｎ9.5）

　　　　シート貼
表示板：アルミ複合材　厚1.0 樹脂キャップ

＜誘導用表示タイプ＞アルミバンド金具

支柱：Ｐ－76.3Φ　スチール焼付塗装
　　　日塗工：ＢＮ－９０（ホワイト）

＜駐車表示タイプ＞

看板基礎　450角×600（無筋）

9
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1
,
1
00

4
00

2
00

2,
0
0
0

60
0

1
0
0

3
50

3
5
0

1
0
0

9
00

450

450 450

ＧＬ

＜おもいやり駐車場タイプ＞

おもいやり駐車場

三重県み

歩　行

困難者用

駐車場

「三重おもいやり

駐車場利用証」

をお持ちの方が

この駐車場は、

利用できます。

車椅子駐車場 看板（案内看板）7 メッシュフェンス　Ｈ＝１５００（独立基礎）10
Ａ３ ： Ｓ ＝ １／６０

Ａ１ ： Ｓ ＝ １／３０
キュービクル基礎9

鉄筋：Ｄ１３＠２５０タテヨコ共（ダブル）

鉄
筋

：
Ｄ

１
３

＠
２

５
０
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ブ

ル
）
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駐車ライン（一般）
Ａ１ ： Ｓ ＝ １／５０

Ａ３ ： Ｓ ＝ １／１００

2,500

300 1,900 300

350600600600350

5
,
0
00
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,
50
0

5
0
0

1
,0
0
0

3,500

2,1001,400

2006006006001,500

5
,
0
00

4
,
00
0

1
,0
0
0

白ライン引　Ｗ１００

白ライン引　Ｗ１００

Ａ１ ： Ｓ ＝ １／５０

Ａ３ ： Ｓ ＝ １／１００
駐車ライン（車イス）

3,500

2,1001,400

2006006006001,500

5
,
0
00

4
,
00
0

1
,0
0
0

白ライン引　Ｗ１００

Ａ１ ： Ｓ ＝ １／５０

Ａ３ ： Ｓ ＝ １／１００
駐車ライン（おもいやり）

1,
2
0
0

1,200

3 3 35 5 4 5

おもいやりマーク

車止め車止め車止め


